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▲サプライズに子どもたちは感動（写真は赤阪小学校）（26ページに関連記事）
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平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
の
総
額
は

56
億
８
６
８
４
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
０
・
８
％
の
増
、
一
般
会
計
予
算

は
、
29
億
３
５
５
万
円
で
前
年
度
と
比
較

し
て
３
・
０
％
の
減
、
特
別
会
計
予
算
は

27
億
８
３
２
９
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

５
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域グルメ・お土産開発事業

金剛山の里
棚田夢灯り＆収穫祭

継続

継続

関連予算　　　　　　　　　３５万円

関連予算　　　　　　　　２００万円

　村民などによる新たな料理、食品、土産物の
開発を誘導し、商品化に向け支援します。

　村内の農林・商工・観光の関係団体の協力により、
下赤阪の棚田周辺において地域産物市などの展示、
即売および棚田のライトアップを実施します。

　

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
創
出
す
る
た
め
、
自
然
資
源
と
歴
史

資
源
を
「
観
光
資
源
」
と
し
て
活
用
さ
せ
、
村
の
魅
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

交
流
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
活
性
化
対
策
～

　

私
が
村
政
を
お
あ
ず
か
り
し
た
、
３
期
12

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
村
長
に
就
任
し
た

当
初
は
、
行
政
運
営
が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、

第
二
の
夕
張
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
思

い
か
ら
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
や
職
員
数

の
削
減
な
ど
、
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
職

員
に
も
大
変
な
ご
無
理
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
も

13
億
円
ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
村
づ
く
り
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
々

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
過
疎
地
域
で
あ
る
本
村
に
お
き
ま

し
て
は
、
急
速
な
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
は
、

人
口
５
３
７
８
人
と
、
前
回
の
調
査
に
比
べ
、

人
口
は
６
３
７
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
、

地
域
経
済
縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
の
好
循
環
の
確
立
を
図
る
た
め
に
は
、

若
い
世
代
の
希
望
が
叶
う
住
環
境
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実
な

ど
、
生
活
の
利
便
性
が
確
保
で
き
る
多
様
な

対
策
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
村
の
地
域

特
性
や
可
能
性
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
た
施

策
を
実
施
し
、
一
流
の
村
づ
く
り
を
村
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 28 年度

施政
方針

平
成
28
年
度

当
初
予
算
は

０・
８
％
の
増

金剛山の里
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妊婦歯科健診費用助成事業

土砂災害ハザードマップ
作成事業

こごせっ子教育応援事業

定住促進空き家活用補助事業

新生児聴覚検査費用助成事業

海外派遣事業

防犯カメラ設置事業

起業・店舗開業支援事業

新規

新規

新規

新規

新規

新規

拡大

拡大

関連予算　　　　　　　　　１９万円

関連予算　　　　　　　　７００万円

関連予算　　　　　　 １，２００万円

関連予算　　　　　　　　３２４万円

関連予算　　　　　　　　　２５万円

関連予算　　　　　　　　２９９万円

関連予算　　　　　　　　６７５万円

関連予算　　　　　　　　４００万円

　妊婦歯科健診にかかる費用を助成し、安
心して出産ができる環境を提供します。

　赤ちゃんが生まれた病院で実施する費用
を助成します。難聴を持って生まれた子ど
もを早期に診断して発達を支援します。

　危険箇所や避難場所などを記載した土砂災害ハ
ザードマップを作成し、災害に対する防災意識の
向上、被害の軽減などにつなげます。

　子育て世代が安心して子育てができるよ
う、小・中学生を対象に教育にかかる費用
を助成し、保護者負担の軽減を図ります。

　国際感覚を養わせ、世界に羽ばたくグローバルな
人材を育成することをめざし、中学生・高校生を対
象にオーストラリアでホームステイを行います。

　定住促進や地域の活性化を図るため、空き家購
入者・提供者に対して、空き家改修に要する経費、
また空き家賃借者に対し、家賃補助を行います。

主な事業や予算の特徴について３つの重点施策を中心に紹介します。
	 『次世代育成プロジェクト』　   ～子育て対策～
	 『住みたいむらプロジェクト』　～住環境対策～
	 『交流人口増加プロジェクト』　～活性化対策～

　地域での犯罪などを未然に防止し、村民
が安心して暮らすことができる村づくりを
目指すため、防犯カメラの設置を行います。

　コンビニなどの小売業の誘致を促進す
るため、村内で起業する企業や店舗を開
業する事業者に対し、支援を行います。

　

持
続
的
か
つ
発
展
的
な
繁
栄
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
村
を

担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
っ
て
い
く
環
境
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
魅
力

あ
る
生
活
環
境
の
形
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

次
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
～
子
育
て
対
策
～

住
み
た
い
む
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
～
住
環
境
対
策
～

合　計 一般会計  ２９億 ３５５万円

特別会計  ２７億８，３２９万円

５６億８，６８４万円特 

集

平成 28 年度の

決まりました

予算が
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項　目 内　容 予　算　額

１．安全・安心・環境　　　　～　豊かな自然と共生し　やすらぎのある暮らしを育む　むらづくり　～

新庁舎建設実施設計業務 新規 新庁舎の整備について実施設計業務を行います。 ５，４５４万円

建築物耐震化事業 拡充
昭和 56 年以前に建築された木造住宅の耐震診断および
設計・改修費用に加え、除却費用の一部を助成します。

２９５万円

地区防犯灯整備事業 継続
地区などで管理している既設の防犯灯の LED 防犯灯へ
の取替費用や新規設置費用の一部を助成します。

８１６万円

浄化槽設置補助事業 継続 個人が行う浄化槽の設置費用の一部を助成します。 １，０２１万円

２．健康・福祉　　　　～　心と体の健康を　みんなで育む　むらづくり　～

子ども医療費助成事業 継続
中学校卒業までの子どもを対象に医療費（入・通院）
の自己負担の一部を助成します。

１，７１０万円

がん検診等無償化事業 継続
病気の早期発見・早期治療のため、がん検診などの受
診料を無償とします。

―

妊婦等健康診査費用助成事業 継続
妊婦健康診査および乳児健康診査にかかる費用を助成
します。

３９１万円

３．教育・歴史・伝統　　　　～　歴史・文化、人が育む　むらづくり　～

給食センター施設整備事業 継続
老朽化が進む給食センター施設の改修および設備など
の更新を行います。

５２８万円

４．観光・産業・地域振興　　　　～　地域資源を生かし村民の元気を育む　むらづくり　～

間伐材搬出費用助成事業 新規
間伐の搬出を促進するために、間伐材の搬出にかかる
費用を助成します。

９００万円

地域おこし協力隊 新規
林業・農業振興などを目的とした地域おこし協力隊を
新たに募集し、地域の活性化を図ります。

１，０５０万円

５．建設・交通　　　　～　村民の快適な暮らしを育む　むらづくり　～

橋梁整備事業 継続
橋梁長寿命化修繕計画に基づき、補修工事や橋梁点検
など、橋梁の整備を行います。

２，５００万円

村道整備事業 継続
村道整備計画に基づき、老朽化が進んでいる道路の改
修工事や舗装工事など、村道の整備を行います。

６，５２０万円

地域公共交通確保維持改善事業 継続
買物弱者への支援と地域公共交通のあり方について、
現状の把握や分析調査などを踏まえ、実証実験を実施
し、事業化を図ります。

１，１７２万円

空き家情報バンク利用促進事業 拡充
空き家情報バンク登録物件の増加策として、空き家の
所有者に対して登録にかかる報償金を支払います。

１４０万円

引っ越し費用助成事業 新規
本村への転入者に対して、引っ越し費用の一部を助成
します。

３５０万円

６．協働・行政経営　　　　～　村民と行政がともに育む　むらづくり　～

地域活動活性化補助事業 継続
村民提案によるむらづくり事業に対し、活動費用の一
部を助成します。

１８０万円

ふるさと応援寄附金事業 拡充
ふるさと納税の謝礼品を見直すなど、内容を充実しま
す。

６２０万円

コンビニ収納の実施 新規
村・府民税（一部除く）、固定資産税、軽自動車税、国民健康
保険料、上下水道料金について、コンビニ収納を実施します

―

▼平成 28年度の主な事業
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その他（譲与税・交付金）
18,400 (6.3%)

国庫支出金
18,870 (6.5%)

府支出金
22,102
 (7.6%)

村債
34,488 
(11.9%)

地方交付税
122,000(42.0%)

その他
3,570 (1.3%)

使用料及び
手数料
2,153 (0.7%)

諸収入
5,876 (2.0%)

村税
49,296
(17.0%)

繰入金
13,600 (4.7%)

自
    主
　　 財
　　　源 
　　  (25.7%)

自
    主
　　 財
　　　源 
　　  (25.7%)

 依
存
財
 源
　 (74.3%)

歳入
29 億 355 万円 29 億 355 万円 

その他
400 (0.1%)

商工費
4,713 (1.6%)

農林水産業費
7,354 (2.5%)

議会費
6,612 (2.3%)

消防費
14,934 (5.1%)

土木費
30,506 
(10.5%)

教育費
32,467 
(11.2%)

衛生費
23,961 (8.3%)

総務費
53,211 
(18.3%)

公債費
38,473 
(13.3%)

民生費
77,724
(26.8%) 

歳出

（単位 : 万円）

科目別
29 億 355 万円 29 億 355 万円

会計別でみた予算額

村民一人当たりの予算額

歳入・歳出の円グラフ

基金残高と地方債残高の推移

１月末日
 総人口 5,603 人で算出

517,500 円の内訳 民生費

138,719 円 

公債費

68,666 円 

土木費

54,446 円 

教育費

57,945 円 

衛生費

42,764 円 

総務費

94,969 円 

商工費

8,412 円 

農林水産業費

13,124 円 

議会費

11,801 円 

消防費

26,654 円 

10000
10000 100

0

5 億

10億

15億

（基金）
20億

28 年度末
（見込み）

27 年度末
（見込み）

26 年度末25 年度末24 年度末23 年度末
25億

30億

（地方債）
35億

8 億 1,999
万円

8 億 1,999
万円

9 億 8,594
万円

9 億 8,594
万円

12 億 531
万円

12 億 531
万円

15 億 2,575
万円

15 億  955
万円 14 億 3,855

万円
15 億 2,575

万円

15 億  955
万円 14 億 3,855

万円

29 億 2,759
万円

30 億 7,137
万円 30 億 2,352

万円

30 億 9,273
万円

32 億 4,122
万円

31 億 6,448
万円

　　　　　　　　　　　　区　分

　会計別

平成 28 年度

予算額

平成 27 年度

予算額

対前年度

増減額

対前年度

増減率

一般会計 29 億 355 万円 29 億 9,310 万円 ▲ 8,955 万円 ▲ 3.0%

特別会計

国民健康保険
事業勘定 10 億 6,025 万円 10 億 4,724 万円 1,301 万円 1.2%
施設勘定 1,180 万円 1,144 万円 36 万円 3.2%

介護保険	 7 億 4,043 万円 6 億 7,523 万円 6,520 万円 9.7%
後期高齢者医療	 9,186 万円 9,326 万円 ▲ 140 万円 ▲ 1.5%
下水道事業	 2 億 5,892 万円 2 億 5,214 万円 678 万円 2.7%
金剛山観光事業	 8,643 万円 9,595 万円 ▲ 952 万円 ▲ 9.9%

水道事業 収益的支出 1 億 5,249 万円 1 億 5,229 万円 20 万円 0.1%
資本的支出 3 億 8,111 万円 3 億 2,184 万円 5,927 万円 18.4%

合　　計 27 億 8,329 万円 26 億 4,939 万円 1 億 3,390 万円 5.1%
合　　　　　計 56 億 8,684 万円 56 億 4,249 万円 4,435 万円 0.8%
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〈問い合わせ〉　まちづくり課

※それぞれ交付には要件があります。詳しくは問い合わせください。

　村では、人口の維持や空き家の活用を図るため、新たに村へ移住する人や村内間で移住する人などに対
して、補助制度を設けています。
█空き家改修に要する経費を補助
　新しく村に移住もしくは村内間で移住するため空き家を改修するにあたり、改修費用の一部を助成し
ます。

【対 象 者】空き家購入者、空き家提供者
【主な要件】  購入者：５年以上村に住む意思があること
　　　　　  提供者：賃借者などが確定していること

【補 助 額】対象経費の１／２の額（購入者：上限 50 万円、提供者：上限 30 万円）
█空き家家賃を補助
   新しく村に移住した人もしくは村内間で移住する人に対して、家賃の一部を助成します。

【対 象 者】平成 27 年４月以降に移住もしくは平成 28 年４月以降に村内間移住された賃借者
　　　　　（住民票の異動後３か月以内の人）

【主な要件】５年以上村に住む意思があること
【補 助 額】家賃費用の１／２の額（上限２万円／月）、３年間

　村外から村への転入を促進するため、引っ越しにかかる費用の一部を助成する制度を創設します。 
【対 象 者】平成 28 年 4 月以降に村外から転入した世帯
【主な要件】転入日から起算して１か月を経過していない人で、５年以上村に住む意思があること
【補 助 額】引っ越しにかかる経費の１／２の額（上限５万円）
　　　　　  ※ただし子育て世帯などが転入した場合は上限を 10 万円とします。

　村では、移住決断の大きな要因となる「住まい」の支援充実を行うため、空き家情報バンク登録報償金
制度を開始します。報償金制度を設けることで、空き家登録件数の増加を図り、移住者の選択肢を増やし、
人口の維持・増加をめざします。
■空き家をお持ちの人
　移住者向けの住まいとして活用可能と思われる空き家を所有している人が、空き家情報バンク登録の申
請を行い、登録の完了に至った場合、所有者に報償金をお支払いします。

　村では、人口の維持や地域の活性化を図るため、空き家情報の提

供および村内外の移住者を対象にした補助制度を設けています。

　皆さんの千早赤阪村での新しいライフスタイルを応援します！

定住促進空き家活用補助事業

引っ越し費用助成制度

空き家情報バンク物件登録報償金制度

千早赤阪村での暮らしを応援！！千早赤阪村での暮らしを応援！！
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有
料
広
告
募
集
の
案
内

　

千
早
赤
阪
村
で
は
、
村
政
の
財
源
確

保
の
た
め
、広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲

載
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
書
な
ど
詳
し
く
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

・
大
き
さ　

こ
の
枠
の
大
き
さ
で
す
。

・
色　
　
　

黒
１
色
刷
り

・
掲
載
料　

１
回
（
１
か
月
）
５
千
円

・
発
行
数　

約
２
２
０
０
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
大
き
さ　
縦
45
ピ
ク
セ
ル
×

　
　
　
　
　

横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
、

　
　
　
　
　

40
Ｋ
B
以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

・
掲
載
料　
３
か
月
単
位

　
　
　
　
　

５
千
円
／
月

・
月
間
閲
覧
数

　
　
　
　
　

約
２
万
４
千
件

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
審
査
が
あ

　

り
ま
す
。

　

ま
た
、
封
筒
な
ど
の
印
刷
物
に
も
有

料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

　・新規および継続ともに提案いただいた事業は、ヒアリングなど内容を確認させていただいた上、村長を主宰とす
　　る庁内会議で、村民活動団体による公開プレゼンテーションなどを行い、交付対象事業を決定しますので、あら
　　かじめご了承ください。

■提案事業の採択

　・提出書類  事業計画書、収支予算書、見積書写し、団体に関する調書、会則などの写し、その他事業の補足資料　
　　　　　　　（交付要綱に定める様式は、村ホームページからダウンロードまたは役場まちづくり課、小吹台連絡所、
　　　　　　　保健センター、くすのきホール、Ｂ＆Ｇ海洋センター、いきいきサロン窓口に置いています）
　・提出方法  まちづくり課まで直接提出してください。

■申請方法

　・新規事業　【村内全域を対象とする事業】１００万円を上限に予算の範囲内で交付・１団体１事業
　　　　　　　【村内地域を対象とする事業】  20 万円を上限に予算の範囲内で交付・１団体１事業
　・継続事業   審査委員会で、事業実績に効果が認められ、継続して取り組むことがふさわしいと認められた事業で、
　　　　　　　１事業につき 20 万円を上限に予算の範囲内で交付・１団体１事業
　・補助対象外となる経費があります。

■補助内容
　・４月１日（金）～５月 13 日（金）
■提案期間

次のいずれかに該当すること
（１）　公益的、社会貢献的な事業であって、提案する補助対象団体と村が協働して取り組むことによって地域課題や
　　　社会的課題の解決が図られ、施策として展開できる事業

（２）　村民満足度が高まり、具体的な効果や成果が期待できる事業
（３）　協働の役割分担が明確かつ妥当で、協働で実施することにより相乗効果や住民自治力が高まる事業
（４）　先進性、先駆性等があり、新しい視点からの事業
（５）　村と協働して行うことで共通の公共的目標達成に向け効果が期待できる事業

■対象事業

　・５人以上の会員で組織し、その構成員の過半数が村内に在住、在勤または在学していること
　・組織運営の会則などがあること
　・予算、決算を適正に行われていること
　・村と協働事業を実施できる実績または能力があること

■対象団体

〈問い合わせ〉まちづくり課

　村では、村民の皆さんとともに力を合わせて地域課題の解決や地域の活性化を図る協働によるむらづくりを推進して
おり、平成 24年度から村民協働提案型むらづくり事業として村民活動団体を支援する制度を設けています。
　平成 28年度からより一層、村民活動団体が活発に、また中・長期的な活動ができるよう、補助内容を拡大した地域
活動活性化補助事業を創設します。皆さんからのたくさんの応募をお待ちしています。

　村では、村民の皆さんとともに力を合わせて地域課題の解決や地域の活性化を図る協働によるむらづくりを推進して　村では、村民の皆さんとともに力を合わせて地域課題の解決や地域の活性化を図る協働によるむらづくりを推進して

地域活動活性化補助事業を募集します
村民の皆さんのむらづくり活動を応援！！
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●
国
民
健
康
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

・
65
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
が
65
～
74
歳
の
場
合
、
国
民

健
康
保
険
料
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
28
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
の
人
へ

　

前
年
度
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を
特
別
徴

収
で
納
め
て
い
た
人
で
も
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
る
前
に
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
人
は
当
時
の
登
録
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
。
口
座
の
変
更
な
ど
を
希

望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
分
で
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
の
人

や
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人

に
「
仮
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

 　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
４
～
６
月

の
普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴

収
の
人
に
は
７
月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。

●
介
護
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
人
や
転
入

さ
れ
た
人
な
ど
は
、
一
定
期
間
、
普
通
徴
収

で
す
が
、
こ
の
期
間
が
経
過
し
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
・
受
給
見
込
み
の
人
は
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
差
し

止
め
の
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
）
で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」
で
納
め
て
い
る

人
は
、保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

　

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
な
ど
の
と
き
の
社
会
保
険
料
控

　

除
は
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
年
金
受
給
者

　

本
人
に
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
納
め
た
人

　

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に
指定の預金口座から振替納付される口座振替
が、納め忘れがなく便利で安心です。
　口座振替を希望する人は、預金通帳と金融機
関届出印鑑、納入通知書（納入通知書がない人
は保険証）を持参の上、口座振替取扱金融機関
の窓口で手続きをしてください。
　口座振替は毎月 25 日です。ただし、指定振
替日が取扱金融機関などの休日にあたる場合
は、１営業日前です。

（口座振替取扱金融機関）
三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪
の各銀行および大阪南農業協同組合、ゆうちょ
銀行・郵便局

　
１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
額
は
、

前
年
の
所
得
な
ど
を
も
と
に
算
定
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
時
点
で
は
、
皆
さ
ん
の
前
年
の
収
入
や
所
得
な
ど
が
把
握
で
き

な
い
の
で
、
平
成
27
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
仮
決
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の

保
険
料
は
７
月
に
本
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」
と
「
普
通
徴
収
（
納

付
書
や
口
座
振
替
）」
が
あ
り
ま
す
。

保険料の納付は
便利な口座振替で

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

平
成
28
年
度
仮
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す



所得の判定区分世帯（同一世帯内の被保険者と世帯
主）の総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被
保険者均等
割額（年額）

基 礎 控 除
額（33 万
円）まで

当該世帯の被保険者全員の
各所得（ただし、公的年金
控除額は、80 万円と計算す
る）

0 円 9 割 5,164 円

0 円でない 8.5 割 7,747 円

【基礎控除額（33 万円）＋ 26 万 5 千円×被保険者数】まで 5 割 25,824 円
【基礎控除額（33 万円）＋ 48 万円×被保険者数】まで 2 割 41,319 円

9

●
平
成
28
・
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
は
、
2
年
単

位
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
で
審
議
さ
れ
、
平
成
28

年
度
と
29
年
度
の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
保
険
料
率
で
計
算
し
た
１
年
間
の

保
険
料
は
、７
月
初
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
．
所
得
割
額
の
軽
減

　
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
が
、

58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
が
一
律
に

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
決
定
通
知
書
に
は
、「
基
礎
控
除

　

後
の
総
所
得
金
額
等
」
は
「
賦
課
の
も
と

　

と
な
る
所
得
金
額
」
と
し
て
記
載
さ
れ
ま

　

す
。

３
．
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の
前

日
に
会
社
員
の
夫
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
扶
養

で
あ
っ
た
人
（
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な

か
っ
た
人
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
は
、
所
得
割
額
は

課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
で
、
こ
の
軽
減
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

届
け
出
を
す
る
こ
と
で
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
決
定
の
た
め
に
（
お
願
い
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
、
医
療
機
関
窓

口
で
の
負
担
割
合
や
高
額
療
養
費
な
ど
の
負
担

区
分
は
、
税
の
申
告
内
容
に
基
づ
き
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
や
、
収
入
が
少
な
く
確
定
申

告
を
し
て
い
な
い
人
で
も
、
住
民
税
申
告
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、

保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
28
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

　

75
歳
の
お
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
75
歳
の
お
誕
生

日
の
前
月
中
旬
に
被
保
険
者
証
を
簡
易
書
留
郵

便
で
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
証
や
保
険
料
決
定
通
知
書
に
同
封
し
て
い
る

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す
る
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費
の
通
知

を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
主
な
内
容
は
、
受
診
年
月
・

医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・
受
診
日
数
・
医
療

費
の
総
額（
負
担
し
た
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

で
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
電
話
を
か

け
、
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目
で
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、
お
金

を
振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
し
て
銀
行
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
被
保
険
者
証
な
ど
を
持
ち
去
る

事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
で
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
な
電

話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
指

示
に
従
わ
ず
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
や
役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

・基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動することがあります。
・被保険者均等割額の軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額などには、専従
　者控除、譲渡所得の特別控除の税法上の規定は適用されません。
・国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受けた 65 歳以上の人に
　ついては、公的年金などにかかる所得金額から 15 万円が控除されます。
・世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対象となります。

平成 28年度の保険料率
被保険者
均等割額

被保険者１人あたり
　　　５1，６49円

 基礎控除後の
    総所得金額等（注）
×所得割率１０．４１％

所得割額
保険料
（年額）

※年間保険料の負担限度額は５７万円です。

（注）－主な基礎控除後の総所得金額等の算定方法ー
（１）給与所得の場合　　⇒ （給与収入金額－給与所得控除額）－基礎控除額（３３万円）
（２）公的年金所得の場合⇒ （年金収入金額－公的年金等控除額）－基礎控除額（３３万円）
（３）その他の所得の場合⇒ （収入金額－必要経費）－基礎控除額（３３万円）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ
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千早赤阪村役場	……☎� 0081

小吹台連絡所			……☎� 7600

防災行政無線テレホンガイド

　　　　　　　……☎� 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

・教育課	……………☎� 1300

村立郷土資料館……☎� 1588

B ＆ G海洋センター	…☎� 7183

学校給食センター	……☎� 1112

いきいきサロン

・やまゆり	…………☎� 7005

・くすのき	…………☎� 1705

保健センター

・健康福祉課	………☎� 0069

・村国保診療所		……☎� 0038

・村社会福祉協議会		…☎� 0294

金剛山ロープウェイ

・千早駅	 	…………☎� 0128

村営宿泊施設

・香楠荘	 	…………☎� 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署	 	………☎� 1755

※各施設の休館日については

　お問い合わせください。

村
か
ら
の

　
　
お
し
ら
せ

公共施設のごあんない

 

福　
　

祉

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
給
付
金

　

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
受
付
期
間
な
ど

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に
は
村
か

ら
４
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
を
同
封
の
封
筒
で

返
送
す
る
か
、健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

５
月
２
日
（
月
）
～
８
月
２
日
（
火
）（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

受
付
場
所

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

給
付
方
法

口
座
振
込
に
よ
り
支
給

支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

（
未
申
請
者
も
含
む
）
の
う
ち
、
平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以

前
に
出
生
）
と
な
る
人

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

　

と
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

・
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
本
村

　

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人

・
平
成
27
年
度
村
民
税
が
非
課
税
の
人 

・
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て

　

い
る
人
の
扶
養
親
族
等
で
な
い
人

・
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
生
活

　

保
護
ま
た
は
中
国
残
留
邦
人
な
ど
に
対
す

　

る
支
援
給
付
な
ど
の
受
給
者
で
な
い
人

　
（
平
成
27
年
１
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
廃
止
・
停
止
さ
れ
た
場
合
は

　

対
象
と
な
り
ま
す
）

支
給
額

対
象
者
一
人
当
た
り
３
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

紙
お
む
つ
給
付
金

　

村
で
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
世
帯
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
）
に
、
紙
お
む
つ
な
ど

の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
（
月
額

５
千
円
以
内
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請

し
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
件 

○
村
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
常
時

　

紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人

○
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
支
援
以
上

　

の
人

○
対
象
と
な
る
人
が
属
す
る
世
帯
の
生
計
中

　

心
者
の
前
年
分
の
所
得
税
額
が
７
万
円
以

　

下
で
あ
る
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等

一
部
助
成
）
医
療
証
」
を
交
付
し
、
医
療
費

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成

　

対
象
の
人

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

　

療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

　

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

　

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

　

る
疾
患
を
有
す
る
人

③
精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

　

受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
の
人

　

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の
助

成
に
つ
い
て
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合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
金

浄  
化  
槽

　

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か
ら

「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療
機
関
あ
た
り

入
通
院
と
も
１
日
に
つ
き
５
０
０
円
を
限
度

に
月
２
回
ま
で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）

　

村
で
は
生
活
環
境
お
よ
び
河
川
の
水
質
の

保
全
な
ら
び
に
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

し
尿
や
生
活
雑
排
水
な
ど
を
併
せ
て
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家
庭
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
本
年
度
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

対
象
地
区
は
、
下
水
道
処
理
区
域
外
お
よ

び
下
水
道
計
画
区
域
内
で
あ
っ
て
も
整
備
が

大
幅
に
遅
れ
る
地
域
で
す
（
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

補
助
金
額

・
５
人
槽　
　
　
　
　
　
　

   

 91
万
８
千
円

・
６
～
７
人
槽　
　
　
　

１
０
２
万
１
千
円

・
８
～
10
人
槽      　
　

 

１
２
４
万
２
千
円

※
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
で

　

す
。

※
現
在
の
補
助
金
額
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

　

進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る
平
成
33
年
３

　

月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
を
促
進
し
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
を
推
進
す
る
た

め
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
人
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
地
域
は
、
公
共
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

す
。
た
だ
し
、
新
た
に
公
共
下
水
道
の
供
用

が
開
始
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
間
は
当
該
地

域
を
補
助
対
象
地
域
と
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
者
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
き
村
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
で
、
自

己
の
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
た
合
併
処
理
浄

化
槽
に
お
い
て
、
浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
お
よ
び
「
法

定
検
査
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
申
請
日
か
ら
過
去
１
年
間
に

行
っ
た
費
用
の
合
計
額
で
２
万
円
が
限
度
で

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

平
成
28
年
度
第
1
号
介
護
保
険
料
の
第
1
期
（
4
月
分
）
の
納
期
限
は
、
5
月
2
日
（
月
）
で
す
。

口
座
振
替
は  

4
月
25
日
（
月
）
で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

４
月
１
日
か
ら
﹁
コ
ン
ビ
ニ
収
納
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
、
村
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
水
道
料
金
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納
付

で
き
、
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
金
融
機
関
や
役
場
窓
口
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

○
納
付
で
き
る
税
金
お
よ
び
料
金

　

村
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

　

国
民
健
康
保
険
料

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

○
使
用
で
き
な
い
納
付
書
に
つ
い
て

・
１
枚
の
納
付
書
の
合
計
金
額
が
30
万
円
を

　

超
え
る
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
無
い
も
の
お
よ
び
汚
れ
な

　

ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

・
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た

　

も
の

○
納
付
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
に
伴
い
、
納
付
書

が
１
枚
ご
と
（
つ
づ
ら
れ
て
い
な
い
状
態
）

に
な
り
ま
す
。
納
付
の
際
に
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
納
期
限
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た

　

納
付
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
コ
ン
ビ
ニ

　

収
納
に
対
応
す
る
納
付
書
を
希
望
す
る
人

　

は
、
各
担
当
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）・
住
民
課

（
国
保
）・
施
設
整
備
課
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平
成
28
年
４
月
か
ら
「
森
林

環
境
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
す

　
　

税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
交
付
を
実
施
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

年　
　

金

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
お
よ
び
返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の
休

日
交
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書
は

届
い
て
い
る
が
、
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
人
、
平
日
都
合
の
悪
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
カ
ー
ド
交
付
時
の
必
要
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
来
庁
さ
れ
る
予
定
の
人
は
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

　

大
阪
府
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
４
年
間
、
個
人
の
府
民
税
均
等

割
額
に
３
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

　

森
林
が
持
っ
て
い
る
災
害
の
防
止
な
ど
の

公
益
的
機
能
を
維
持
増
進
す
る
た
め
の
、
環

境
の
整
備
に
係
る
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

　

タ
ー
「
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン
」

　

☎
06
（
６
９
１
０
）
８
０
０
１

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
国
民
年
金
保
険

料
が
６
７
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

１
万
６
２
６
０
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定

額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎

年
金
に
加
え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
で
す

　

保
険
料
は
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま

す
。
ま
た
、早
割
（
当
月
末
振
替
）、前
納
（
６

か
月
・
１
年
・
２
年
）
で
納
付
す
る
と
、
納

付
書
を
使
っ
て
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
割
引
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以

下
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
生
に
な
る
20
歳
以
上

の
人
だ
け
で
な
く
、
平
成
27
年
度
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
引
き
続
き
、

平
成
28
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

時
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
３
月
下
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す

（
学
生
証
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

必
要
な
も
の

　

学
生
証
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
な

ど
、
記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の
年
月
日
、
ま

た
は
過
去
の
履
歴
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持

参
す
れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
21
日
（
木
）

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康
相
談
室
）

・
午
後
１
時
～
３
時

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目
的
室
１
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
民
年
金
）

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す

年
金
な
ん
で
も
相
談

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�
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人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�

「
い
じ
め
」
問
題
を
考
え
る
　

島　

善
信

　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　
「『
い
じ
め
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
中
学
校

時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
毎
日
、
誰
か
が
い
じ
め

ら
れ
、『
次
は
誰
？
』
と
お
び
え
る
日
々
で
し
た
。

中
学
は
小
学
校
と
違
い
、
お
弁
当
を
自
分
の
好
き

な
子
と
食
べ
ま
す
。
私
は
そ
の
時
間
が
嫌
で
怖
く

て
、
学
校
に
行
く
時
に
涙
が
出
て
き
て
、
立
て
な

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
年
経
っ
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
の
が
い
じ
め
で
す
。
先
生
に
は
分
か

ら
な
い
よ
う
な
地
味
な
嫌
が
ら
せ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
変
化
に
気
付
け
る
教
師
で
あ

り
た
い
で
す
。」

　

筆
者
が
担
当
す
る
授
業
で
は
、
何
時
間
か
を
か

け
て
学
校
の
「
い
じ
め
」
問
題
を
考
え
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
文
章
は
、
そ
の
際
に
書
い

て
く
れ
た
あ
る
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

カ
ー
ド
の
一
部
で
す
。
教
師
を
め
ざ
し
て
本
学
に

通
う
学
生
の
中
に
も
、
小
・
中
学
校
時
代
に
、
と

て
も
ひ
ど
い
い
じ
め
を
受
け
た
体
験
を
し
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
そ
し
て
、
な
お
今

も
「
い
じ
め
」
が
小
・
中
学
校
を
広
範
に
お
お
い
、

子
ど
も
た
ち
を
深
く
傷
つ
け
て
い
る
現
状
に
改
め

て
心
が
痛
み
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
は
い
じ
め
る
子
が
い
る
か
ら
起
き

る
、
い
じ
め
て
良
い
理
由
な
ど
何
一
つ
な
い
、
い

じ
め
は
集
団
の
病
理
現
象･･･

。「
い
じ
め
」
と

は
何
か
、何
故
起
き
る
の
か
な
ど
基
礎
か
ら
考
え
、

将
来
教
師
に
な
っ
た
時
に
き
っ
と
出
会
う
こ
と
に

な
る
そ
の
時
に
、
事
実
と
子
ど
も
に
し
っ
か
り
と

向
き
合
い
、
対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
身
体
的
に
他
の
人
と
は
異
な
っ
た
部
分

が
あ
り
、
そ
れ
は
外
見
で
も
分
か
る
ほ
ど
の
も
の

で
す
。･･･

小
学
校
の
時
に
一
度
だ
け
、
私
の
体

の
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
男
子
を
先
生
が
大
声
で
怒

鳴
り
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な

に
怒
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
と
内
心
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
心

の
傷
を
見
落
と
さ
な
い
実
例
で
す
。」、「
私
は
中

１
の
と
き
に
ク
ラ
ス
の
中
心
の
女
子
に
嫌
わ
れ
女

子
の
ほ
と
ん
ど
に
無
視
さ
れ
ま
し
た
。･･･

誰
か

に
助
け
を
求
め
て
も
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す

る
だ
け
と
思
っ
て
い
た
た
め
親
に
も
友
人
に
も
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
も
休
ん
だ
ら
負
け
と
思

い
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
担
任
に
呼
び
出
さ

れ
『
大
丈
夫
？
』
と
一
言
い
わ
れ
た
だ
け
で
涙
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。」

　

こ
の
文
章
は
、
教
師
が
「
い
じ
め
」
問
題
に
向

き
合
う
と
き
、
子
ど
も
を
見
つ
め
る
力
や
感
性
が

い
か
に
大
き
な
教
育
力
を
発
揮
す
る
か
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
ま
す
。
立
場
や
理
屈
よ
り
前
に
、
目

の
前
の
子
ど
も
の
心
の
ふ
る
え
に
寄
り
添
い
、
そ

の
悲
し
み
や
辛
さ
、
怒
り
を
我
が
身
に
感
じ
、
受

け
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
教
師
と
し
て
育
っ
て
ほ

し
い
。
強
く
そ
う
思
い
ま
す
。

５
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）

は
「
憲
法
週
間
」
で
す

人　
　

権

下　

水　

道

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

　

５
月
３
日
（
祝
）
の
憲
法
記
念
日
は
、
日

本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
定

め
ら
れ
た
祝
日
で
、
こ
の
日
を
含
む
５
月
１

日
か
ら
７
日
は
憲
法
週
間
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
保
障
さ
れ

た
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
自
分
の
権

利
と
同
じ
よ
う
に
他
人
の
権
利
も
認
め
合
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
基
本
的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
特
設
人
権
相
談

　

村
で
は
、
憲
法
週
間
に
特
設
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
家
庭
や
近
隣
に
お
け
る
い
じ

め
、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
な

ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
人

権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

当
日
都
合
の
悪
い
人
は
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
２
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
相
談
室

人
権
擁
護
委
員

・
田
中
鈴
代　

☎
�
７
３
８
７

・
西
浦
玲
子　

☎
�
０
３
８
２

・
清
水
初
代　

☎
�
０
３
２
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

　　

新
た
に
１
業
者
を
村
排
水
設
備
工
事
指
定

業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計
48
業
者
）。

　

排
水
設
備
の
新
設
、
改
造
工
事
は
、
必
ず

村
の
指
定
し
て
い
る
排
水
設
備
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
業
者
は
、工
事
の
依
頼
を
受
け
る
と
、

　

申
請
や
工
事
に
関
す
る
書
類
手
続
き
な
ど

　

を
す
べ
て
代
行
し
ま
す
。

※
工
事
費
は
自
己
負
担
で
す
（
融
資
あ
っ
せ

　

ん
制
度
が
あ
り
ま
す
）。

※
指
定
業
者
か
ら
必
ず
見
積
書
を
も
ら
い
、

　

契
約
を
交
わ
し
て
か
ら
工
事
を
依
頼
し
て

　

く
だ
さ
い
。

業
者
名

所
在
地
・
電
話
番
号

ダ
イ
シ
ョ
ウ
設
備

河
内
長
野
市
原
町
６

丁
目
10
番
28
号

☎
�
０
３
０
０

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課
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選　
　
　

挙

千
早
赤
阪
村
長
選
挙

６
月
19
日
（
日
）
投
票

　

７
月
15
日
任
期
満
了
に
よ
る
千
早
赤
阪
村

長
選
挙
の
日
程
は
、
３
月
２
日
（
水
）
に
開

か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

◆
告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

日
時　

６
月
14
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
投
票
日

日
時　

６
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

◆
開
票
日

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
後
９
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

※
な
お
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
と
千
早
赤

　

阪
村
長
選
挙
を
同
日
に
す
る
こ
と
が
可
能

　

に
な
っ
た
場
合
、
村
長
選
挙
の
日
程
を
変

　

更
し
て
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
と
同
日
に

　

選
挙
を
行
う
予
定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

若
者
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

各
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

投
票
立
会
人
の
役
割　

選
挙
の
時
に
、
投
票

所
で
投
票
が
公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
立
ち
会
い
ま
す
。

立
会
時
間

・
投
票
立
会
人　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　
（
午
前
６
時
30
分
集
合
）

・
期
日
前
投
票
立
会
人

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

立
会
場
所　

村
内
の
投
票
所

対
象　

村
内
在
住
の
20
歳
代
の
有
権
者

報
酬　

１
万
８
０
０
円
（
投
票
立
会
人
）

　
　
　

９
６
０
０
円（
期
日
前
投
票
立
会
人
）

応
募
方
法　

投
票
立
会
人
登
録
申
込
書
（
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
応
募
状
況
な
ど
に
よ
り
希
望
に
添

　

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

※
立
会
人
を
依
頼
す
る
人
に
は
、
選
挙
管
理

　

委
員
会
事
務
局
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５
‐
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　

千
早
赤
阪
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

　

進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
に
よ
っ
て
引
っ
越

し
を
し
た
人
は
、
住
民
票
の
異
動
の
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届
（
転
出
届
・
転
入

届
・
転
居
届
な
ど
）
は
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が

る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
送
付
し

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
や

身
分
証
明
書
と
な
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」や「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
を
最
新
の
も

の
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
場
合

役
場
住
民
課
に
転
出
届
を
提
出
し
て
転
出
証
明

書
を
受
け
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　

↓

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
引
越
先
の
市

区
町
村
に
転
出
証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
提

出
す
る
。

◆
村
内
で
転
居
す
る
場
合

役
場
住
民
課
に
、
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
転
居
届
を
提
出
す
る
。

※
転
入
、
転
出
、
転
居
の
届
け
出
を
す
る
時
は
、

　
「
通
知
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個

　

人
番
号
カ
ー
ド
）」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

　

の
住
所
変
更
の
届
け
出
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し

　

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

 

今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

　

今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
選
挙
権
年
齢
の

引
き
下
げ
に
よ
っ
て
18
歳
、
19
歳
の
皆
さ
ん
も
投

票
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

選
挙
で
投
票
す
る
場
所
は
原
則
と
し
て
住
民
票

の
あ
る
市
区
町
村
で
す
が
、
今
年
の
春
に
引
っ
越

し
を
し
た
人
は
、
夏
の
参
議
院
選
挙
に
、
新
住
所

地
で
投
票
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
新
住

所
地
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
新
住
所
地
に
転
入

届
を
し
た
日
か
ら
参
議
院
選
挙
の
公
示
日
（
投
票

日
の
少
な
く
と
も
17
日
前
）
前
日
ま
で
に
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
住
所
地
で
投
票
で
き
な
い
18
歳
、
19
歳
の
皆

さ
ん
も
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
今
年
の
春

に
引
っ
越
し
て
も
旧
住
所
地
に
３
か
月
以
上
住
ん

で
い
れ
ば
、
夏
の
参
議
院
選
挙
は
旧
住
所
地
で
投

票
が
で
き
ま
す
（
投
票
日
前
で
も
、
旧
住
所
地
の

期
日
前
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
）。

　

ま
た
、
旧
住
所
地
ま
で
投
票
に
行
け
な
い
場
合

は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
し
て
、
新
住
所
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に

住
民
票
を
異
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
在
者
投
票
制
度
は
書
類
の
や
り
と
り
を
郵
送

　

で
行
う
た
め
、手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ

越
し
た
時
は
、
住
民
票
の

異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に



回 講座日 講師

１ ６月29日（水）
河内長野市教育委員会

尾谷　雅彦　氏

２ ７月13日（水） 高野山大学助教
櫻木　潤　氏

３ ８月３日（水） 大阪狭山市教育委員会
吉井　克信　氏

4 ９月14日（水）
文化財保存全国協議会

全国常任委員
西田　孝司　氏

回 講座日 講師

５ 10月５日（水） 水平社博物館学芸員
佐々木　健太郎　氏

６ 11月 9日（水） 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月 2日（金） 神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） 阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成 29 年
1 月 18 日（水）

村文化財担当職員

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる
　場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に
　連絡します。
※各講師の講演タイトルは５月号広報で掲載予定です。
時間　午後２時～４時
場所　くすのきホール

定員　50 人（先着順）
費用　１回４００円
受付　４月１日（金）から（先着順）　※土曜日・日曜日・
　　　祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�１３００
※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成２８年度村民大学歴史講座開講のお知らせ
■歴史講座■
前期（第１回～第４回）「河内國とその時代」

後期（第５回～第９回）「地域の中の博物館」
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生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
英
会
話
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日　

５
月
10
日
、
24
日
、
６
月
７
日
、

　
　
　
　

21
日
、
７
月
５
日
、
19
日
、
９
月

　
　
　
　

13
日
、
27
日
、
10
月
11
日
、
25
日

　
　
　
　
（
す
べ
て
火
曜
日
）

時
間　

午
後
７
時
～
８
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

対
象　

村
内
在
住
、
在
勤
者

内
容　

日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。
英
語
が

　
　
　

話
せ
な
い
、
昔
の
勘
を
取
り
戻
し

　
　
　

た
い
人
、
大
歓
迎
！

費
用　

１
回
３
０
０
円（
当
日
頂
き
ま
す
）

定
員　

20
人
（
抽
選
）、
５
月
～
10
月
を

　
　
　

通
し
て
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（A

ssistant Language 

　
　
　

T
eacher

）
と
し
て
、
村
立
幼
稚

　
　
　

園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
勤
務
し

　
　
　

て
い
る
ガ
ー
ナ
共
和
国
出
身
の
ノ

　
　
　

ア
・
エ
ン
ク
ル
マ
・
ア
ダ
サ
先
生

応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
に
て

受
付
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
付　

4
月
28
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０　

b
�
１
４
０
０

平
成
28
年
度
村
民
大
学
英
会
話

講
座
（
前
期
）
受
講
生
募
集

◆
一
般
書

光
陰
の
刃　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
村
健
）

花
冷
え
て　
　
　
　
　
　
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

ハ
ー
メ
ル
ン
の
誘
拐
魔　
　
　
（
中
山
七
里
）

赤
毛
の
ア
ン
ナ　
　
　
　
　
　
（
真
保
裕
一
）

お
せ
っ
か
い
屋
の
お
鈴
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
ア
サ
コ
）

臥
龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
野
敏
）

ア
シ
タ
ノ
ユ
キ
カ
タ　
　
　
　
（
小
路
幸
也
）

情
け
深
く
あ
れ　
　
　
　
　
（
岩
井
三
四
二
）

ガ
ン
ル
ー
ジ
ュ　
　
　
　
　
　
（
月
村
了
衛
）

神
剣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

ま
た
、
同
じ
夢
を
見
て
い
た　

  

（
住
野
よ
る
）

幹
事
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん　
　
　
（
柚
木
麻
子
）

女
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
宜
永
）

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
方
２

る
る
ぶ　

こ
ど
も
と
お
で
か
け
関
西

し
あ
わ
せ
な
二
人　
　
　
　
（
引
田
か
お
り
）

古
布
に
魅
せ
ら
れ
た
暮
ら
し

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
事
典

◆
児
童
書

ポ
テ
ト
村
の
コ
ロ
ッ
ケ
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
口
か
ず
み
）

鳥
の
サ
バ
イ
バ
ル
１

お
や
す
み
、
ロ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
（
カ
ー
ル
＝
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン
）

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ペ
ン
ギ
ン
ズ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

天
才
犬
ピ
ー
ポ
博
士
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

【
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
】

　

風
か
お
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

　

綺
良
の
さ
く
ら　
　
　
　
（
今
井
絵
美
子
）

　

藪
医 

ふ
ら
こ
こ
堂　
　

  

（
朝
井
ま
か
て
）

今
月
の
新
刊
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教　
　

育

農　
　

業

上  

水  

道

子　

育　

て

平
成
28
年
度
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

　

次
代
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
を
海
外
に

派
遣
し
、
異
な
る
生
活
や
文
化
を
体
験
し
て

国
際
化
社
会
を
担
う
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　

８
月
２
日
（
火
）
～
13
日
（
土
）
の

　
　
　

12
日
間
（
予
定
）

行
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

ブ
リ
ス
ベ
ン　

　
　
　
【
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
州
立
学
校
】（
予
定
）

対
象　

村
立
中
学
校
２
・
３
年
生
お
よ
び
村

　
　
　

内
在
住
で
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生

　
　
　

徒

内
容

・
現
地
の
学
校
で
授
業
に
参
加
す
る

・
現
地
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
ホ

　

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
を
す
る

募
集
人
数　

10
人
程
度
（
面
接
な
ど
選
考
の

上
、
派
遣
生
を
決
定
し
ま
す
）

個
人
負
担　

10
万
円
（
１
人
あ
た
り
の
全
額

の
費
用
は
50
万
円
）

申
込
方
法　

教
育
課
（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
）

で
参
加
申
込
案
内
を
入
手
し
、
申
込
書
な
ど

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
案
内
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付　

４
月
22
日
（
金
）
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

給
水
装
置
工
事
指
定
工
事
業
者

水
道
関
係
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　

村
内
に
農
地
を
所
有
す
る
農
家
を
対
象

に
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
の
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
材
料
費
に

対
す
る
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

補
助
内
容　

施
設
材
料
費
の
２
分
の
１
。
た

だ
し
、
施
設
内
容
に
よ
り
次
の
上
限
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

○
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
、
ト
タ
ン
、
網
な
ど

　

２
万
円

○
電
気
柵　

２
万
５
０
０
０
円

受
付　

４
月
４
日
（
月
）
か
ら
先
着
順

※
補
助
金
予
算
額
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

　

新
た
に
２
業
者
を
村
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計
79
業
者
）。

　

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み
、
修
繕
な
ど

は
、指
定
工
事
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の
よ

う
な
場
合
は
、
施
設
整
備
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

①
使
用
者
ま
た
は
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合

　

は
、
住
民
課
へ
の
届
け
出
（
死
亡
届
）
と

　

は
別
に
、
水
道
の
所
有
者
変
更
届
、
使
用

　

者
変
更
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
転
入
・
転
出
に
伴
い
給
水
を
再
開
始
、
中

　

止
す
る
場
合
は
、
開
栓
・
閉
栓
届
が
必
要

　

で
す
（
手
数
料
が
必
要
）。
事
前
に
営
業

　

時
間
内
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
新
築
・
増
築
・
改
築
に
伴
い
給
水
装
置
工

　

事
を
行
う
場
合
は
、
村
の
指
定
を
受
け
た

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
（
給
水
工
事
申
込
書
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
）。
ま
た
、
口
径
・
用
途
変
更

　

を
行
う
場
合
も
変
更
届
が
必
要
で
す
。

④
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
に
接
続
さ
れ

　

て
い
な
い
給
水
管
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
施

　

設
整
備
課
ま
た
は
指
定
給
水
装
置
工
事
事

　

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

　

幼
児
期
前
半
は
し
っ
か
り
遊
ん
で
身
体
や

人
と
関
わ
る
力
を
育
て
る
大
切
な
時
期
で

す
。
親
子
で
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
体
操
、
家
で

は
で
き
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
な
ど
を

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
。

日
時　

業
者
名

所
在
地
・
電
話
番
号

三
菱
電
機
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
堺
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

堺
市
堺
区
向
陵
西
町

３
丁
５
番
26
号

☎
０
７
２
（
２
２
４
）

１
３
０
０

ダ
イ
シ
ョ
ウ
設
備

河
内
長
野
市
原
町

６
丁
目
10
番
28
号

☎
�
０
３
０
０

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

あ
そ
び
の
教
室
（
き
し
ゃ

ぽ
っ
ぽ
）
参
加
者
募
集

農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金
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子
育
て
応
援
出
産
お
祝
い
事
業

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

５
月
12
日
（
木
）･

19
日
（
木
）･

26
日
（
木
）

･
６
月
２
日（
木
）･

９
日（
木
）･

16
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
　
　

タ
ー

対
象

①
初
め
て
参
加
す
る
人　

１
歳
６
か
月
か
ら

　

３
歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

②
２
回
目
以
降
の
人
は
調
整
会
議
で
決
定
し

　

ま
す
。

定
員　

15
組
程
度
（
き
ょ
う
だ
い
の
同
伴
は

　
　
　

相
談
く
だ
さ
い
）。

費
用　

無
料

受
付　

４
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

村
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
「
子
育
て
応
援
出

産
お
祝
い
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
４
か
月
児
健
診
日
に
絵
本

な
ど
を
贈
呈
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
、
健
診
の
待
ち

時
間
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組み
で応援する施設です。専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てくだ
さい。

 ４月の予定　（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

8 金 午前 10 時～ 11 時 地域子育て支援センター 桜まつり

12 火 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場
ニコニコタイム

（雨天中止）

13 水 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時
地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

21 木 ★ 午前 10 時～ 10 時 30 分 げんき親子体操

26 火
午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム

（雨天中止）

★ 午前 11 時 15 分～正午 地域子育て支援センター お試しランチ

28 木 ★ 午前 10 時～ 石川河川敷公園
石川こいのぼり見学
費用　200 円（バス代）

今月の一押し
桜まつり 　 げんき保育園の園庭で、ご家族やご友人、保育士と一緒に桜の花を見ながら、春の心地よさを感じ、     
　　　　　　楽しく過ごしましょう。園児たちの発表、出し物を予定しています。
のびのびげんきひろば 
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子
でのびのびしましょう。 
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分 
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。 
日時　毎週月～金曜日 
　　　午前９時～午後３時

園庭開放 　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
 ・電話相談（毎週月～金曜日） 午前９時～午後３時
 ・面接相談★

備考　★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師な
       どの都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育　
　　  て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎� 7868

地域子育て支援センターの催し
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健 

康 

保 

険

国
保
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　

転
入
・
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・

脱
退
し
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
届
け
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
最
高
２
年
間
）
に
な

り
ま
す
。

　
「
被
保
険
者
と
な
る
」
の
は
、
加
入
の
手

続
き
を
し
た
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
で
す
。
し
た

が
っ
て
、加
入
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
も
、

保
険
料
納
付
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
特
段
の
理
由
が
な
く
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
そ
の
間
に
受
け
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
証
が
手
も
と
に
あ

る
た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は

あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新

た
に
加
入
さ
れ
た
健
康
保
険
へ
、
ご
自
身
で

医
療
費
を
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、「
若
年

健
康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
と
同
じ
内
容
の
健
診（
眼
底
検
査
を
除
く
）

を
、
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診
療

所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
者

負
担
額
は
３
千
円
で
す
。
事
前
に
印
か
ん
・

保
険
証
を
持
参
の
上
、
住
民
課
保
険
年
金
担

当
窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

　

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
在
宅
療
養
と
の
公
平

な
ど
の
観
点
か
ら
、
食
事
療
養
標
準
負
担
額

お
よ
び
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
自
己
負
担

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
変
更
内
容
に
つ
い

て
は
下
記
の
図
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
の
自
己
負
担
額

は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
ま
た
は
指
定

　

難
病
患
者

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

③
１
年
以
上
継
続
し
て
精
神
病
床
に
入
院
し

　

て
お
り
、
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
入

　

院
す
る
人

　

な
お
、
入
院
の
際
、
①
に
当
て
は
ま
る
人

は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
、

ま
た
は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

②
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
自

己
負
担
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
申
請
を
す
る
場
合
は
、
役
場

住
民
課
保
険
年
金
担
当
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
者
の
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
過
去
12
か
月
以
内
に
90
日
を
超
え
る
入　

院
を
し
た
人
は
そ
の
領
収
書

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

入
院
時
の
食
事
代
の
自
己

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

健
康
の
た
め
に
若
年
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

対象者の分類 1 食につき

住民税課税世帯（下記以外の人） 260 円

住民税非課税世帯
および低所得者Ⅱ

90 日までの入院 210 円

90 日を越える入院（過去 12
か月の入院日数）

160 円

低所得者Ⅰ 100 円

対象者の分類 1 食につき

住民税課税世帯（下記以外の人） 460 円※ 1

下記以外の人で小児慢性特定疾病児童等または指
定難病患者※ 2 または 1 年以上継続して精神病床
に入院しており、平成 28 年 4 月 1 日以降も引き
続き入院する人

260 円※ 3

住民税非課税世帯
および低所得者Ⅱ

90 日までの入院 210 円

90 日を越える入院（過去 12
か月の入院日数）

160 円

低所得者Ⅰ 100 円

改正前

改正後

※ 1　ただし、平成 28 年４月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日
　　　までは 360 円
※２　生活療養標準負担額の場合は指定難病患者のみ
※３　自己負担額は従来どおり
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健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
管
理
を

　

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
が
行
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
年
齢
や
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
健
診
の
実
施
時
期
や
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
（
村
）

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導　

村
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
は
総
合
的
な
健
康
状
態
を
知
る
機
会
で
す

の
で
、
積
極
的
に
利
用
し
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末

に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

村
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
て
費
用
を
７
割
負
担
し
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
・
保
険
証
・
特
定
健
診
の
受
診
券　

　

を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
し
込
み
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

■
健
康
診
査　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健

診
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
行
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
下
旬
に

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途

中
に
被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
資
格
を
取

得
し
た
月
の
翌
月
は
じ
め
に
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

広
域
連
合
で
は
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
は
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
の
み
で
、
上

限
額
は
２
万
６
千
円
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
負

担
し
、
そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど
は
助
成
の
対
象
に

　

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請

に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

・
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知
書

・
被
保
険
者
証
・
印
鑑

・
振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ

・
村
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
や
後
期

　

高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
を
、
富
田
林
医

　

師
会
管
内
の
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
で

　

受
診
す
る
と
、
追
加
項
目
健
診
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
（
若
年
健
康
診
査
は
除

　

く
）。

・
健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
受
診

　

券
に
同
封
す
る
一
覧
表
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

種　別 取扱区分 ３月 31 日（木）まで ４月１日（金）から

焼却、破砕処理

20kg 未満 250 円 340 円

20kg につき
1,000kg 以下 / 回 250 円

340 円
1,000kg　超 / 回 340 円

直接持込のごみ処理手数料を改定します
　４月１日（金）から、南河内環境事業組合 第１清掃工場への直接持込みのごみ処理手数料を下記の
とおり改定しますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

＜問い合わせ＞南河内環境事業組合　総務企画課　☎�６５８４

◇ごみ処理手数料

特 別 職 人 事　　～副村長に清水氏を選任～
　

吉
田
裕
彦
氏
の
副
村
長
退
職
に
伴

い
、
３
月
18
日
に
行
わ
れ
た
定
例
村
議

会
で
清
水
秀
都
（
し
み
ず
ひ
で
と
）
氏

（
55
歳
）
の
副
村
長
選
任
議
案
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
氏
は
、
昭
和
54
年
に
大
阪
府
職

員
と
な
り
、
総
務
部
市
町
村
課
課
長
補

佐
（
泉
南
市
派
遣
）、
総
務
部
市
町
村
課

総
括
課
長
補
佐
、
健
康
医
療
部
地
域
保

健
課
長
な
ど
を
経
て
、
４
月
１
日
付
で

千
早
赤
阪
村
副
村
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。
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耐 

震 

補 

助

住
宅
の
耐
震
化
に
補
助
金
の
活
用
を

予 

防 

接 

種

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

次
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
中
に
耐
震
の
診

断
・
設
計
・
改
修
・
除
却
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物

補
助
内
容

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

　

麻
し
ん
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る
病
気
で

す
。
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染
力
が

強
い
た
め
感
染
し
や
す
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
っ
て
免
疫
を
つ
く
り
、
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
は
指

定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。

過
去
に
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
な
い
人
は
、
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

平
成
28
年
度
の
対
象
者

○
Ｍ
Ｒ
１
期　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

○
Ｍ
Ｒ
２
期　

平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
23
年
４
月
１
日
生

※
Ｍ
Ｒ
が
未
接
種
で
対
象
年
齢
を
超
え
た
人

　

は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

村
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど

を
接
種
さ
れ
た
人
に
、接
種
費
用
の
助
成（
還

付
）
を
し
ま
す
。

■
１
価
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

接
種
日
に
生
後
２
か
月
か
ら
24
週

ま
で
の
乳
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
１
万
２
千
円

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

■
５
価
ロ
タ
テ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

接
種
日
に
生
後
２
か
月
か
ら
32
週

ま
で
の
乳
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
８
千
円

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

■
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

０
歳
か
ら
２
歳
未
満
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
５
千
円

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

■
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

間
に
あ
る
者

標
準
的
な
接
種
時
期　

１
歳
か
ら
２
歳
未
満

で
１
回
目
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
２

回
目

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
６
千
円

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

助
成
手
続
き

　

母
子
手
帳
な
ど
接
種
が
確
認
で
き
る
物
・

領
収
書
（
原
本
）・
印
鑑
・
振
込
先
が
確
認

で
き
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を

持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
富
田
林
医
師
会
加
入
医
療
機
関
の
窓
口
で

　

い
っ
た
ん
接
種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ

　

い
。

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り

　

ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
１
種
類
の
選
択
に

　

な
り
ま
す
。

※
任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種
義
務
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

風
し
ん
の
抗
体
を
持
た
な
い
、
ま
た
は
低

い
抗
体
価
の
妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
か

か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
や
心
疾
患
、
白

内
障
や
緑
内
障
な
ど
の
障
が
い
（
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
）が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
、
抗
体
価
の
低
い
お
と
な
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象　

接
種
時
に
村
に
住
民
票
の
あ
る
人

で
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
免
疫
が
不

十
分（
風
し
ん
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
16
倍
以
下
、

ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
８
．
０
未
満
、
抗
体
価
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
日
以
前
５
年
以
内
の
結
果
）

で
、
か
つ
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど

の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

お
と
な
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

建築物の種類 補助の項目 補助の内容

木造住宅

耐震診断費 耐震診断費用の９／ 10 の額または一戸あたり
４万５千円のいずれか低い金額

耐震設計費 耐震改修設計費用の７／ 10 の額または一戸あたり
10 万円のいずれか低い金額

耐震改修費
一戸あたり 40 万円（定額）
ただし、耐震改修工事費が定額未満である場合は、
当該工事費の額

除　却　費
一戸あたり 40 万円（定額）
ただし、除却工事費が定額未満である場合は、当該
工事費の額

非木造住宅 耐震診断費 耐震診断費用の１／２の額または一戸あたり
２万５千円のいずれか低い額
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定
期
接
種
対
象
者　

①
平
成
28
年
度
に
、
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

　

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

　

と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎

　

臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

　

る
人

任
意
接
種
対
象
者　

接
種
日
に
満
65
歳
以
上

で
、
定
期
接
種
対
象
者
（
①
②
）
以
外
の
人

助
成
額

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン　

７
千
円

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン　

４
千
円

助
成
手
続
き　

　

領
収
書（
原
本
）・
接
種
済
証（
コ
ピ
ー
可
）・

抗
体
検
査
の
結
果
が
わ
か
る
も
の
（
コ
ピ
ー

可
）・
印
鑑
・
振
込
先
が
確
認
で
き
る
通
帳

ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
持
参
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

助
成
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
医
療
機
関
窓
口
で
い
っ
た
ん
接
種
費
用
を

　

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
風
し
ん
抗
体
検
査
は
、富
田
林
保
健
所（
☎

　

�
２
６
８
１
）
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
（
要
予
約
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
指
定
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。

１
期
対
象
者　

３
歳
以
上
７
歳
６
か
月
未
満

２
期
対
象
者　

９
歳
以
上
13
歳
未
満

　

な
お
、
接
種
を
勧
め
る
こ
と
を
控
え
て
き

た
こ
と
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
平
成
８

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
20
歳
未
満
の
人
で
、
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
人
は
、
対
象
年
齢
を
超
え
て
い
て
も

未
接
種
分
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

自
己
負
担
額　

定
期
接
種
・
任
意
接
種
と
も

に
３
千
円

※
定
期
接
種
・
任
意
接
種
に
か
か
わ
ら
ず
助

　

成
は
一
生
涯
に
１
度
の
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
公
費
助
成
を
受
け
て
接
種
し

　

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
再
接
種
す
る
場
合
は
、主
治
医
と
相
談
し
、

　

充
分
な
期
間
を
あ
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
助
成
を
受
け
る
た
め
の
予
診
票
を
発
行
し

　

ま
す
。
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
要
否
な
ど
は
事
前
に
富
田
林
医
師

　

会
加
入
の
指
定
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ
さ

　

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

伊勢志摩サミットの安全開催に
皆さんのご協力をお願いします
検問やホテルなどでの本人確認にご理解・ご協力を！
おかしい！すぐに１１０番
〈問い合わせ〉富田林警察署警備課　☎�１２３４

★その他、こころの健康相談、肝炎ウィルス検査、風しん抗体検査なども実施しています。
★相談や検査に関するプライバシーは守ります。
★ホームページ　http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

種　　　類 実施日 受付時間 備　　　　　　考

　

☎
�
２
６
８
１

富
田
林
保
健
所

エイズに関する相談 月～金
（祝日除く）

 9:30 ～ 12:15
13:00 ～ 17:00

予約は不要
電話相談も可能

飲用水・井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）   9:30 ～ 11:30 検査手数料が必要、電話で予約必要

予約先　藤井寺保健所 検査課☎ 072（952）6165
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）   9:30 ～ 11:30 検査手数料が必要

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金 
（祝日を除く）

 9:00 ～ 12:15 
 13:00 ～ 17:30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」「○○科のある病
院を教えて欲しい」など医療機関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ
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平成 28 年度がん検診の申し込みを受け付けます	

2 人に 1 人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。 
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早めに保健センターに申し込みください。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎� 0069（直通）・ � 0081（代表）　

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

　※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。					   
　※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります。（両方受ける事はできません）			 
　※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。		
　※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。							     
●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、4 月 1 日（金）から保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約 2 週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。				  

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数
集団 個別

胃 が ん 検 診       受診日現在 40 歳以上の人 ● × 年度に 1 回
大 腸 が ん 検 診   受診日現在 40 歳以上の人 ● ● 年度に 1 回
肺 が ん 検 診  受診日現在 40 歳以上の人 ● × 年度に 1 回
乳 が ん 検 診  受診日現在、40 歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● 2 年（年度）に 1 回
子 宮 頸 が ん 検 診  受診日現在、20 歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● 2 年（年度）に 1 回

 
胃 が ん・ 
大 腸 が ん・ 
肺 が ん・ 
結 核 
検 診 

検 診 日 5 月 24 日（火）・6 月 10 日（金）・6 月 23 日（木）・７月 10 日（日）の午前    
当 日 受 付 時 間 午前 8 時 30 分～ 11 時
定  　  員 各 50 人

内   　 容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影 ( 喀痰検査は必要者のみ実施 )

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

 
乳がん検診

検  診  日 6 月 21 日（火）の午前

当 日 受 付 時 間〈40 歳代〉午前 9 時 30 分　　〈50 歳以上〉午前 10 時・10 時 30 分・11 時
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　 　 員〈40 歳代〉各 7 人　　〈50 歳以上〉各 22 人
内 　 容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40 歳代は 2 方向、50 歳以上は 1 方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
・VP シャントを挿入している人　　　　  ・乳腺の治療中、経過観察中の人

 
子宮頸がん
検診

検  診  日 6 月 21 日（火） の午後
当 日 受 付 時 間 午後 1 時 30 分～ 3 時
定 　   員 各 55 人
内 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・ 子
宮 頸 が ん
セ ッ ト 検 診

検  診  日 6 月 21 日（火）の午後

当 日 受 付 時 間〈40 歳代〉午後 0 時 45 分　　〈50 歳以上〉午後 1 時 15 分・1 時 45 分・2 時 15 分
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　   員〈40 歳代〉各 6 人　　〈50 歳以上〉各 22 人
内 　   容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の 3 か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん 
個 別 検 診 

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの 2 か所
内 　   容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40 歳代は 2 方向、50 歳以上は 1 方向撮影）

子 宮 頸 が ん 
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック・澤井産婦人科・
たけい産婦人科・山村医院の 6 か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

●個別検診　【検診実施期間：いずれも平成 29 年 3 月 31 日（金）まで】
※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。	
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環 

境 

衛 

生

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼
犬
登
録

そ
の
他
の　お

知
ら
せ

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
は
、す
べ
て
の
ほ
乳
類
に
感
染
し
、

発
症
す
れ
ば
有
効
な
治
療
法
は
な
く
、
回
復

の
見
込
め
な
い
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

現
在
で
も
東
南
ア
ジ
ア
や
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

世
界
中
で
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
予
防
注
射
が
徹
底
さ
れ
、
近

年
の
発
生
の
報
告
は
な
く
、
数
少
な
い
狂
犬

病
の
清
浄
国
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
万
一
発
生
し
た
場
合
に
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
に
「
犬
の
登
録
」「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
と
登
録
を
実
施
し
ま
す
。
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
き
、
毎
年
１
回
（
４
月
～
６
月
）

の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

登
録
済
の
犬
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
た
実
施
案
内
に
同
封
の
狂
犬
病
予
防

注
射
交
付
手
数
料
領
収
書
を
必
ず
持
参
く
だ

さ
い
。

※
集
合
注
射
料
金　

３
２
５
０
円

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
飼
い
始
め
た
日

か
ら
30
日
以
内
に
登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け

る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
こ
の
機
会

に
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
手
数
料　

３
千
円

　

集
合
注
射
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
、「
接
種
済
証
」

を
持
参
し
注
射
済
票
の
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
済
票
交
付
手
数
料　
　

５
５
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

楠
公
祭

　

４
月
25
日
の
楠
木
正
成
公
の
生
誕
を
祝
っ

て
楠
公
祭
の
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
見
学
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

楠
公
誕
生
地（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
前
）

史
跡
見
学
会
参
加
者
募
集

　

今
年
の
史
跡
見
学
会
は
京
都
嵯
峨
野
に
あ

る
楠
木
正
行
ゆ
か
り
の
宝
筐
院
（
ほ
う
き
ょ

う
い
ん
）
参
拝
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
（
水
）
午
前
８
時
出
発

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

保
存
会
会
員　

５
千
円

　
　
　

会
員
以
外　
　

６
千
円

受
付　

４
月
27
日
（
水
）
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

　

☎
�
１
５
８
８

春
季
テ
ニ
ス
大
会
参
加
ペ
ア
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
春
季
テ
ニ
ス
大
会

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）
参
加

ペ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
15
日
（
日
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上
の
村
在
住
・
在
勤
者

月　日 時　　　間 場　　　　所

５月９日 ( 月 )

* 雨天中止の場合
５月 11 日 ( 水 )
に順延します。

午前　９時 30 分～９時 45 分
　　　９時 50 分～ 10 時 10 分
　　　10 時 20 分～ 10 時 40 分
　　　
　　　10 時 50 分～ 11 時 10 分
　　　11 時 20 分～正午
午後　１時 10 分～１時 30 分
　　　１時 40 分～２時 10 分
　　　２時 20 分～２時 50 分

　　　３時 10 分～３時 30 分

桐山老人憩いの家下
二河原辺ちびっこ広場
水分地区利用組合みか
ん貯蔵所前
川野辺老人憩いの家前
森屋北ちびっこ広場
役場プレハブ横駐車場
ＪＡ大阪南赤阪支店前
旧自然休養村管理セン
ター下（防火水槽付近）
千早老人憩いの家前

５月 10 日 ( 火 )

* 雨天中止の場合
５月 12 日 ( 木 )
に順延します。

午前　９時 30 分～９時 45 分
　　　９時 55 分～ 10 時 25 分
　　　
　　　10 時 35 分～ 10 時 55 分
　　　11 時 05 分～ 11 時 30 分
　　　
　　　11 時 40 分～正午
午後　１時 10 分～３時 30 分

吉年老人憩いの家前
東阪ﾊﾞｽ停前（旧 JA
千早支店前）
上東阪消防倉庫前
中津原集会所前（中津
橋横）
小吹老人憩いの家前
小吹台連絡所前

※時間については、前後する場合がありますのでご了承ください。

※
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

費
用　

１
ペ
ア　

１
千
円

受
付　

４
月
23
日
（
土
）
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野 

義
信　

☎
�
７
５
１
９
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寄　
　

付

バ
ー
ド
コ
ー
ル
づ
く
り

春
季
軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
59
周
年
記
念
行
事

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︿
敬
称
略
﹀

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
南　

規
子
（
川
野
辺
２
３
７
）

　

５
万
円

　

亡
母　

幸
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
大
橋　

好
巳
（
東
阪
１
９
５
）

　

５
万
円

　

亡
夫　

義
一
氏
の
供
養
と
し
て

◎
東
條　

明
代
（
森
屋
５
５
６
‐
５
）

　

1
万
円

　

亡
夫　

隆
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

大
阪
府
流
域
下
水
道
の
雨
水
ポ
ン

プ
の
運
転
状
況
を
提
供
し
ま
す

　

大
阪
府
で
は
、
降
っ
た
雨
が
自
然
に
河
川

に
流
れ
込
ま
な
い
地
域
で
は
、
下
水
道
の
雨

水
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
、
河
川
に
雨
水
を
排
水

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
短
時
間
に
強
い
雨
が

降
る
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
下
水
道
な
ど
の
雨
水
排
水
能
力
を

超
え
た
場
合
に
は
、
道
路
冠
水
な
ど
の
浸
水

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
防
災
情
報
の
一
つ
と
し
て
、
適

切
な
避
難
判
断
を
支
援
す
る
た
め
、
流
域
下

水
道
の
雨
水
ポ
ン
プ
の
運
転
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
提
供
し
ま
す
。
運
転
情
報
は
他
の

防
災
情
報
と
併
せ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
お
住
ま
い
の
場
所
が
雨
水
ポ
ン
プ

の
排
水
区
域
内
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.osaka-gesui-portal.net/

　

public/internet.htm
l

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
情
報
を
確
認
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

 〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
部
流
域
下
水
道

　

事
務
所　

☎
０
７
２
（
４
３
８
）
７
４
０
６

　

梅
の
枝
で
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
作
り
ま
す
。

首
か
ら
下
げ
た
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
キ
ュ
ル

キ
ュ
ル
鳴
ら
し
て
小
鳥
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
27
日
（
日
）

　
　
　

正
午
～
午
後
３
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

ラ
・

　
　
　

フ
ォ
レ
ス
タ（
東
阪
１
２
３
８
‐
５
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

受
付　

４
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
～

持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w

w
.sinrin.org/foresta/ 

　

村
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
一
般
参
加
チ
ー

ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
（
日
）・
15
日
（
日
）

※
予
備
日　

５
月
22
日
（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場

対
象　

16
歳
以
上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者
で

　
　
　

構
成
す
る
チ
ー
ム　
　
　

費
用　

１
チ
ー
ム　

１
万
２
千
円

受
付　

４
月
13
日
（
水
）
ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

加
藤
明　

☎
�
０
９
９
５

日
時　

４
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

　
　
　
（
和
泉
市
伯
太
町
官
有
地
）

※
一
般
来
場
者
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
信
太
山
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

　
（
徒
歩
15
分
）。

内
容　

観
閲
式
・
訓
練
展
示
・
装
備
品
展
示
・

　
　
　

体
験
試
乗
・
音
楽
・
太
鼓
演
奏
・
子

　
　
　

ど
も
広
場
な
ど

※
荒
天
（
暴
風
雨
）
の
場
合
、
一
部
内
容
を

　

中
止
ま
た
は
変
更
し
ま
す
。

費
用　

入
場
無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯

　

地
広
報
室　

☎
０
７
２
５
（
41
）
０
０
９
０

　
（
内
線
２
０
４
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

働
く
人
の
労
働
条
件
の
確
保
・
向
上
、
労
災

事
故
の
防
止
、
労
災
補
償
の
仕
事
を
す
る
厚

生
労
働
省
の
専
門
職
員（
国
家
公
務
員
）で
す
。

受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人
、
ま
た
は
平
成
７
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業

し
た
人
（
卒
業
見
込
み
・
人
事
院
が
同
等
の
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成
人
式
か
ら
10
年
が
経
ち
、
新
た
な
時

代
を
担
う
世
代
が
集
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
強
化
を
テ
ー
マ
に
市
町
村
の
垣
根

を
越
え
て
交
流
し
ま
す
。

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早

期
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

①
「
求
職
者
支
援
訓
練
」
な
ど
を
無
料
で
受

　

講
で
き
ま
す
。

②
訓
練
期
間
中
か
ら
終
了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
が
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
訓
練
期
間
中
、

　

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

訓
練
コ
ー
ナ
ー　

☎
�
３
０
８
１　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
を
含
む
）

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

４
月
１
日
（
金
）
午
前
９
時
～
13
日
（
水
）

　
（
受
信
有
効
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参
受
付

　

４
月
１
日
（
金
）
～
４
日
（
月
）

　
（
通
信
日
付
有
効
）

第
１
次
試
験
日

５
月
29
日
（
日
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
労
働
局
総
務
部
総
務

　

課
人
事
第
１
係　

　

☎
06
（
６
９
４
９
）
６
４
８
２

４
月
１
日
か
ら
電
力
の
小
売

全
面
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す

富
田
林
・
河
南
・
千
早
赤
阪
合

同
三
十
路
式

　

こ
れ
ま
で
家
庭
で
使
う
電
気
は
、
各
地
域

の
特
定
の
電
力
会
社
か
ら
し
か
購
入
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
は
、
今
ま
で

の
電
力
会
社
に
加
え
て
、
国
の
登
録
を
受
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
か
ら
の
購
入
も
可
能

に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
、

電
気
と
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど

を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

電
気
を
売
る
事
業
者
に
は
、
契
約
時
に
電

気
料
金
や
解
約
時
の
条
件
な
ど
を
消
費
者
に

十
分
説
明
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
に
説
明
を
聞
い
た
上
で
契
約
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
経
済
産
業
省
・
電
力
自
由

　

化
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口　

　

☎
０
５
７
０
（
０
２
８
）
５
５
５

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
土
日

　
　
　
　
　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

日
時　

４
月
17
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
前
11
時
～

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
銀
河
の
間

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ

　

け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

　
　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
富
田
林
市
・

　
　
　

河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
に
在
住
、
ま

　
　
　

た
は
こ
れ
ら
の
市
町
村
内
の
中
学
校

　
　
　

を
卒
業
し
た
人

定
員　

５
０
０
人

費
用　

男
性
３
千
円
・
女
性
２
千
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
武
部
哲
弥

　

☎
０
９
０
（
５
１
５
９
）
０
０
２
９

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
地
方
予
選
、
富

田
林
河
内
長
野
場
所
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
５
日
（
祝
）

　
　
　

正
午
～
午
後
４
時
10
分
（
予
定
）

場
所　

富
田
林
市
立
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
（
富
田
林
市
美
山
台
４
‐
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
合
わ

　

せ
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

対
象　

南
河
内
郡
・
富
田
林
市
・
河
内
長
野

　
　
　

市
・
大
阪
狭
山
市
の
全
小
学
校
４
～

　
　
　

６
年
生
の
男
女

内
容　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
鍛
練
と
健
康

　
　
　

増
進
を
目
的
と
し
た
学
年
男
女
別

　
　
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
い
ま
す
。

※
ち
ゃ
ん
こ
鍋
タ
イ
ム
、
表
彰
式
、
景
品
、

　

参
加
賞
あ
り

募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

※
募
集
人
数
を
大
幅
に
上
回
っ
た
場
合
、
抽

　

選
費
用　

無
料

申
込
方
法　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ

い
（
b
�
０
６
６
５
）。
申
込
書
は
小
学
校

か
ら
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
不
可
の
場
合
、電
話
く
だ
さ
い
。

受
付　

４
月
27
日
（
水
）
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉（
一
社
）
富
田
林
青
年
会
議

　

所
事
務
局　

☎
�
１
２
３
１
（
月
・
水
・

　

金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.tondabayashi-jc.org/

　

第
３
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

富
田
林
河
内
長
野
場
所

～
礼
儀
・
思
い
や
り
・
感
謝
の
心
～

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
仕
事
を
探
し
て
い
て
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
へ
～
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奥河内そば収穫祭

　３月 17 日、赤阪小学校と千早小吹台小学校で
卒業式が行われました。当日の朝、卒業生の教室
の黒板にチョークで描かれたアートが出現し、何
も知らずに登校した子どもたちは感動し、黒板に
見入っていました。
　この黒板アートは、矢倉教育長の発案で、大阪
芸術大学の末

すえのぶ

延教授の協力により学生５人で描か
れました。何度も描き直したりしながら、前日の夕
方から深夜までかかってようやく完成しました。

　３月５日、四天王寺大学（羽曳野市）で公開シ
ンポジウム「金剛連山に魅せられて」が行われま
した。
　当日は 263 人が参加し、第１部の基調講演では、

「人々に愛される山　金剛山～信仰・健康・観光～」
と題し、松本村長が自身の体験を交えながら金剛
山をはじめとする登山の魅力や、登山による体力
づくりなどについて語りました。
　第２部はシンポジウム「歴史浴・森林浴～健康
寿命をのばす～」が松本村長らによって行われ、
歩くことを通した健康づくりについての討論に、
参加者は熱心に耳を傾けていました。

四天王寺大学公開シンポジウム
サプライズに子どもたちは感動 金剛連山に魅せられて

　２月 23 日、南大阪ブロック民間保育園連盟主
催サッカー大会が太子町立総合スポーツ公園で開
催され、げんき保育園の年長児クラスが参加しま
した。
　68 チームが参加する中、げんき保育園女子チー
ムが見事３位を獲得しました。

がんばりました
　２月 21 日、二河原邊集会所で金剛山千早赤阪
倶楽部による奥河内そば収穫祭が行われ、二河原
邊地区で栽培したそばを使ったそば打ち体験や、
石臼でそば粉を作る体験などが行われました。
　昨年に引き続き２回目となる今回は 106 人の参
加者が集まり、そば餅やそばがき、打ちたてのそ
ばなどをおいしくいただきました。

赤阪小・千早小吹台小黒板アート

南大阪ブロック民間保育園連盟主催サッカー大会

▲千早小吹台小学校
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小吹台 きたに　かなこ ちゃん
　　　	（木谷　佳梨子）
平成１９年７月６日生まれ

　おねえちゃんは年ごろなので写りませんが、四姉妹
がずっと仲良く華やかに育ってほしいです。
　　　　　　　　父・真章さん　母・由岐子さん

青
春
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
293

・ 近況は・・・
　関西外国語大学で英語と中国語を勉強して
います。
・ 趣味は・・・
　音楽を聴くことです。
   年に１回はＡＡＡのライブに行っています。
・ 夢は・・・
　具体的には決まっていませんが、英語を使っ
た仕事がしたいです。
・ 最近、楽しいと思ったことは・・・
　大学のサークルで長野県に行き、初めてス
ノーボードをしました。
・思い出のアルバムから・・・　

森屋 東條　礼奈さん
 Tojo    　　　Reina

＜１９歳　しし座＞

・ 千早赤阪村について・・・
　棚田と棚田から見る夕日が好きです。
これからも自然がいっぱいの村であって
ほしいと思います。
・ 次号は・・・
　中学校の同級生の植野凌加くんです。
・ 植野くんへメッセージを・・・
　またみんなで集まりたいね！！

　７歳の誕生日に弟と一緒に撮った
写真です。　

きたに　ゆりこ
　　　	（木谷　惠椋子）　　　
平成２２年９月２８日生まれ

児童・生徒の健全育成に関する学校
・警察相互連絡制度を締結しました

きたに　ゆいこ ちゃん

ちゃん

　　　（木谷　由依子）
平成２４年１月９日生まれ

　２月 22 日に、千早赤阪村教育委員会と大阪府警察本
部の間で「児童・生徒の健全育成に関する学校・警察相
互連絡制度」を締結しました（平成 28 年４月１日施行）。
この制度は、児童・生徒の健全育成のため問題行動や犯
罪被害の防止および安全確保について、学校と警察が
それぞれの役割を果た
しつつ、緊密な連携の
下に効果的な対応を図
ることを目的としてい
ます。今後も学校と警
察との連携を円滑にし、
児童・生徒の健全育成
を推進していきます。
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ごみは、午前７時までに必ず出しましょう。

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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人 の 動 き

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
まちづくり課

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
教育委員会事務局教育課

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課　☎� 0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）

河南町住民生活課☎�２５００
太子町住民人権グループ☎�５５１５
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

相 　 　 談
心 配 ご と 4 月 7 日（木）

※ 5 月は祝日のためありません

児 　 童 4 月 7 日（木）
※ 5 月は祝日のためありません

行 政 4 月 7 日（木）
※ 5 月は祝日のためありません

各地区ミゼット車 4 月 18 日（月）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉、
桐山、小吹、吉年 4 月 28 日（木）予定

千早、東阪、中津原 4 月 29 日（金）予定

も え る ご み
（火・金曜日）

4 月1 日（金）・        
5 日（火）・8 日（金）
12 日（火）・15 日（金）
19 日（火）・22 日（金）
26 日（火）・29 日（金）
 5 月 3 日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

4 月 6 日（水）
5 月 4 日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

 4 月 14 日（木）
 28 日（木） 

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 4 月 21 日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） 4 月 27 日（水）

　　総人口　5,582 人（− 21）
 　　  男      2,659 人（−  6）
　　   女   　2,923 人（− 15）
　　世帯数　2,345 戸（＋  3）
  ２月末日現在、（　）は対前月比

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科 
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎� 1333
富田林市向陽台１─ ３ ─ 38
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１─ ３ ─ 36
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓ 9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃ 7119 または☎ 06（6582）7119
24 時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃ 8000 または☎ 06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎ 06（6693）1199
24 時間対応（１年中）

「 こ ど も の 救 急 」 ホ ー ム ペ ー ジ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo-qq.jp/

・村国保診療所　水分 195-1（保健センター内）☎� 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時 30 分～６時 30 分
・村国保千早診療所　 千早 184-1　☎� 0240
　午後診   （火・金）　午後２時～４時

　　　健康診査&相談など

休日・夜間の医療機関など

発
行

／
千

早
赤

阪
村

役
場

（
〒

585
−

8501
大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180

番
地

）
編

集
／

総
務

課
　
☎

0721 -72-0081
 
b

0721-72-1880 　
　

　
　

　
　

      
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/

 E
-m

ail iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

種　類 月　日 受　付 対　象

健
診

1 歳 6 か月児健康診査
4 月 13 日（水）

午後 1 時〜 1 時 10 分 平成 26 年 7 月〜 9 月生

3 歳 6 か月児健康診査 午後 1 時 45 分
　　　　　 〜 1 時 55 分 平成 24 年 7 月〜 9 月生

2 歳児歯科健診

 4 月 22 日（金）

午後 1 時〜 1 時 15 分 平成 26 年 1 月〜 3 月生

歯科フォロー健診

1 歳 6 か月・2 歳ﾌｫﾛｰ
午後 1 時 45 分～ 2 時 1 歳 6 か月 ･2 歳 ･3 歳

6 か月児健診で虫歯に
なりやすいと判定され
た幼児

3 歳 6 か月ﾌｫﾛｰ
午後 2 時 15 分
           ～ 2 時 30 分

広
場
・
講
習
会

のびのびげんきひろば 
（ａｉげんきの出張ひろば）

4 月 4 日・11 日
・18 日・25 日・

5 月 2 日
（月）

午前 10 時
               〜 11 時 30 分

　就学前の乳幼児と
　保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

4 月 20 日（水）

午前 10 時
　　　　 ～ 11 時 30 分

0 歳から幼稚園入園ま
での乳幼児と保護者

あかちゃん広場
（交流会・遊び・相談）

午前 10 時
　　　　 ～ 11 時 30 分

0 ～ 1 歳ごろまでの 
 乳幼児と保護者

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

午前 10 時
              ～ 10 時 45 分

1 歳ごろまでの乳幼児
の家族

相
談

個別健康栄養相談 4 月 15 日（金） 午後 1 時 30 分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

保健師による健康相
談（電話・来庁） 4 月 19 日（火） 午前 10 時〜正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

歯科衛生士による
個別歯科相談 4 月 25 日（月） 午後 2 時〜 3 時 30 分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に
関する相談を希望する
人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☎︎
�
０
０
６
９

保
健
セ
ン
タ
ー

村国保診療所の診療時間について




